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岡山県に移動環境学習車を贈り、
こどもたちの環境に対する意識を高める運動
山陽新聞山陽会

実施期間
2007年6月～
実施地域
岡山県
活動概要
山陽新聞山陽会では、創刊 130周年記念地
域貢献事業の一環として、将来を担う子ども
たちに環境に対する意識を高めてもらうこと
を目的として、2007年 3月、体験しながら環
境学習ができる移動環境学習車「さんよう号」
を岡山市に寄贈した。
さんよう号は、同年 6月から山陽会加盟の
販売所で、購読料の一部を積み立てて発注し
た 1.5トンの特別仕様車で、太陽光発電シス
テムや自転車による人力発電機、生物の映像
を拡大表示できるサイエンススコープなどの
自然観察や環境調査ができる設備を搭載して
いる。
これまでに県内各地の環境イベントに計 40

回にのぼり無料で出動している。週末を中心
に利用申し込みが相次ぎ、すでに2011年1月
まで予約が入っている。

＊
山陽新聞山陽会＝山陽新聞系統の 200販売所で組織。
三宅清司（みやけ・せいじ）会長。

◉

◉

◉

創刊130周年記念事業の一環
環境について体験学習を可能とした
特別仕様車「さんよう号」を寄贈

■ 岡山県環境政策課作成の「さんよう号」貸し出し案内

■ 運動をPRするポスターとのぼり

太陽焦熱炉

人
力
発
電

環
境
問
題

■ 「さんよう号」の活用の様子

山陽新聞　2009年3月18日付朝刊

山陽新聞　2010年6月12日付朝刊

山陽新聞　2009年5月31日付朝刊
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無料点字新聞（日刊）の発行

中国新聞中国会連合会　中国新聞販売センター

実施期間
1999年12月1日～
実施地域
広島、山口県内（一部県外）の盲学校・個人

など
活動概要
中国新聞中国会連合会と中国新聞販売セン

ターでは、1999年12月1日から、目の不自由
な人が中国新聞のコラムを読んで、日々の事
柄を感じてもらうことを願い、毎週月曜日か
ら土曜日まで年間 300日以上の点訳サービス
を実施している。
朝刊コラム「天

てん

風
ぷう

録
ろく

」の文字データをパソコ
ンで処理し、専用プリンターで印刷後、各販
売所を通じて、広島県立広島中央特別支援学
校（旧盲学校）、点字図書館、福山市視聴覚障
害支援センターなどの施設や広島県・山口県
の個人宅など、50か所に無料で届けている。

10年にわたる社会的に意義のある取り組み
に対し、社団法人広島県身体障害者団体連合
会から感謝状が贈られた。

＊
中国新聞中国会連合会＝中国新聞系統の 350販売所
で組織。杉田政彦（すぎた・まさひこ）会長。

◉

◉

◉

■ 点字新聞の制作・印刷

■ 点訳活動の表彰記事

中国新聞　2008年9月6日付朝刊

中国新聞　2010年7月23日付朝刊

朝刊コラムの点訳サービス
社会的意義のある取り組み

■ （社）広島県身体障害者団体連合会からの感謝状

点字専用プリンタで印刷 点字新聞
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古紙リサイクルで子供たちに図書を!!

徳島新聞販売店会

実施期間
2008年5月～
（古紙回収は2003年6月から実施）
実施地域
徳島県
活動概要
徳島新聞販売店の15専売所では、地域住民

の協力を得ながら古紙回収の収益金で子ども
たちの図書購入に役立てる取り組みを実施し
ている。経費削減により学校図書室で最新の
本が購入できなくなっていることを知り、ま
ず藍園専売所が2008年5月から始め、その後
各地の販売所に広がった。
販売所では、古紙回収業者の手配や告知チ

ラシの作成と折り込み、未読者への手配りを
引き受け、当日は地域住民が自宅から持って
きた古紙などを回収し、業者が引き取ってい
る。

15 専売所合計で回収した資源ゴミは

165.64トンで、収益金152万6,647円分の図
書を 18の幼稚園・小学校・中学校に寄贈して
いる。
取り組みは、系統会内の販売所でも実施に

向けての検討が進み、活動の広がりを見せて
いる。

＊
徳島新聞販売店会＝徳島新聞系統の 111販売所のう
ち、藍園（あいぞの）、藍住北（あいずみきた）、勝瑞（し
ょうずい）、富田、牟岐（むぎ）、南浜、大津、北島、
北島南、北島西、松茂、高志、大山、松島、北小松
島（きたこまつしま）の15専売所。

◉

◉

◉

藍住東小学校

藍住西学校

藍住南小学校

藍住北小学校

■藍住町古紙回収事業風景

■ 古紙回収実績（2009年度）

店名（地区） 回収量（t） 収益金 寄贈校数
藍住町 11.1 512,510 4
富田 3.5 22,000 1
牟岐 60.5 263,285 5
鳴門 20 250,000 1
北島町 16.76 194,340 2
北小松島 2 30,000 1
松茂 1.65 9,900 1
大山 1.03 5,102 1
松島 19.1 89,510 1
高志 30 150,000 1

合計 165.64 1,526,647 18

高志専売所エリアの高志小学校に設置されている「りさいくるぶんこ」
北島専売所エリアの北島小学校に設置されている
「古紙回収文庫」

地域住民の協力を得て実施した
古紙回収の収益金により
学校図書室へ図書を寄贈

■ 回収を呼びかけるチラシと実施後のお礼チラシ

■ 回収を呼びかける
チラシと実施後の
お礼チラシ
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月刊地域紙を28年間編集・発行し、
地域の歴史・文化の発掘と啓発に貢献
愛媛新聞エリアサービス今治西　所長　村上正郎

実施期間
1982年～
実施地域
愛媛県今

いま

治
ばり

地域中心
活動概要
愛媛新聞エリアサービス今治西の村上正郎
所長は、1982年から月刊地域紙「じょいふる
今治」の発行を始めた（6,000部）。当初 1店
舗で始めた活動は、88年には今治地区の 7つ
販売店共同で発行する月刊地域紙「こちら　
いまばり」に発展し、2万 5,000部に増加して
いる。
村上所長は、メーン執筆者として28年の長

きにわたり今治地域の歴史・文化等を紹介し、
地域情報発信や芸術文化の向上に尽力してい
る。また、地域のイベント情報や人物・団体
紹介のほか、音楽やラジオDJを紹介し、若者
からお年寄りまで幅広い年齢層に親しまれて
いる。

＊
村上　正郎（むらかみ・まさお）

◉

◉

◉

取材風景

勉強会

左から1988年5月15日発行、1988年6月12日
発行、2010年5月23日発行

愛媛新聞　2010年1月13日付

28年にわたり月刊地域紙を発行
地域の歴史・文化などを紹介

ミニコミ紙の記事を本にまとめてほしい
との読者からの要望に応えて出版（表紙）

■ 月刊ミニコミ「こちら いまばり」

■ ミニコミ誌「じょいふる今治」

左から1982年6月発行、1982年7月発行
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中高生による砂漠緑化体験事業
「西日本新聞ハチドリ隊」
西日本新聞エリアセンター連合会

実施期間
2008年8月～
実施地域
中華人民共和国内モンゴル自治区恩

おん

格
かく

貝
ばい

ク
ブチ砂漠
活動概要
西日本新聞社と西日本新聞エリアセンター
連合会は、2008年 8月から、砂漠化が進む中
国の内モンゴル自治区に九州の中学・高校生
でつくる「中国砂漠緑化応援隊」（愛称：西日
本新聞ハチドリ隊）を派遣している。過去2回
の派遣は、書類選考で選ばれた中学生 11人、
高校生 27人、一般 1人が参加、2年間でクブ
チ砂漠へポプラの苗木を約1,000本植樹した。
参加した学生からはこの活動を通して多くの
ことを感じ、環境問題への意識が変わり、ボ
ランティア精神を学ぶことができたなどの反
響があった。
「ハチドリ隊」という名称は、南米アンデス
に伝わる「ハチドリのしずく̶いま、私にでき
ること」の話から命名された。

＊
西日本新聞エリアセンター連合会＝西日本新聞系統の

511販売所で組織。前田成一（まえだ・せいいち）会
長。

◉

◉

◉

現地（恩各貝）ホテル前（上・下）
植樹作業（白体操服は
現地高校生）

植樹作業

クブチ砂漠

西日本新聞
2008年
8月28日付

西日本新聞
2009年

9月9日付

モンゴル自治区クブチ砂漠へ
ポプラ苗木を植樹
参加者の環境問題への意識改革に寄与

■ 体験事業を読者にPRするパンフレット（左：表紙、右：中面・見開き）

現地での記念撮影
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地域還元「佐賀の民話紙芝居セット贈呈」事業

佐賀新聞佐賀会

実施期間
2008年9月～2011年3月
実施地域
佐賀県内すべての幼稚園・保育園（400園）
活動概要
佐賀新聞佐賀会は、消え行く民話を掘り起

こし、地域文化の素晴らしさを伝承しようと、

2008年 9月から2年間、佐賀県内の幼稚園・
保育園 400園に対して、佐賀の民話を題材に
した紙芝居を贈呈している。
紙芝居を通して、次世代を担う子どもたち

に郷土愛を育み、活字文化の素晴らしさを知
ってもらうことに一役買った活動で、絵本と
はひと味違う佐賀弁で語られる紙芝居に子ど
もたちは引き込まれている。

＊
佐賀新聞佐賀会＝佐賀新聞系統の 89販売所で組織。
廣瀬博（ひろせ・ひろし）会長。

◉

◉

◉

■ 地域の協力で紙芝居製作

紙芝居4話とオリジナル紙芝居台 紙芝居の原画製作を依頼した佐賀大学学生ら
紙芝居の読み語りCD（左）と、園児に贈るオリジナル
シール

◎美術専攻の大学生が原画を担当
オリジナル紙芝居製作に「佐賀民話の会」の宮地武彦会長や佐賀大学文化教育学部の牛塚和男、荒木申両教授の指導、協力を受けました。多
くの民話の中から園児にも親しみやすい4話を選出。民俗学的な考察も加えて、原作を損なわないように9コマ前後の紙芝居絵に表現しました。
絵は佐賀大学美術科専攻の学生ら4人が担当し、切り絵やジオラマの技法を使って、ほのぼのとした作品に仕上がりました。

■ 企画から1年かけて

◎紙芝居が出来るまで
【2006年12月】
県内全域への還元と将来の読者づくりを基本方針に事業内容の検討
を始める
【2007年9月】
紙芝居セット贈呈運動を決定
【同年10月】
佐賀県私立幼稚園連合会と県保育協議会に趣旨説明と協力要請
【同年12月】
佐賀大学教養学部美術科に絵の製作協力を要請
【2008年2月】
「佐賀民話の会」の宮地武彦会長を交えて 4話選出。家具産地・大川
市の木工業者にオリジナル紙芝居台を発注
【同年4月】
紙芝居4話の原画決定。印刷発注する

◎贈呈運動スタート
【2008年9月9日】
伊万里市の伊万里保育園を第1号に贈呈運動がスタートした

第 1号の伊万里保育園に紙芝居セットを贈呈。園児の後ろは佐賀新聞佐賀会
ら関係者

■ 贈呈風景

佐賀新聞　2008年7月5日付 佐賀新聞　2008年9月10日付

佐賀新聞　2008年9月10日付

地元の民話を掘り起こし伝承
県内幼稚園・保育園に
紙芝居セットを寄贈


